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乳児期の身体の成長及び発達は人の一生のうちで最も目ざましい発展をとげるものである。殊tl:
体重においては生後4カ月すると生下時の約2倍.1年自には約3倍もの発育を君主し，また身長に
ついても 1年自にはさ左下時の約1.5倍にも君主る。また一方とのようた身休発育の急速君主進展に応じ
て脳の実質的発育も著明と怒り，精神作用も漸次発達して行き，正常児ではとの身体発育と精神発
達とは治互に影響し合い訟がら釣合いよ〈伸びて行〈ものである。モして栄養.環境，養護，紫質
主主どがとれらに影響を及ぼし，さまざまの発育像をbらわしている。
現在まで乳児発育に関する幾多の研究がaうるが，特に本邦乳児の身体発育状況を詳細に観察した
ものと して，戦前には栗山 ・吉永1).小林叩}，戦後は斉藤 ・清水O，巣山・斉藤 ・船川S}，斉藤・
船)16) .宮崎η，山県5).岩)119).飯島 ・山県10九目黒lりその他多くの報告がある。乙のうち栗山・
吉永値や栗山 ・斉藤・船川値君主どは標準;値として広〈用いられている。
ζれらの値は全国的君主資料に基いたものであり，また横断的君主測定結果によるものであるが，乳
児発育を連続，継続的観察により，成育環境による 影響について吟味し kうとして本研究を試み
た。即ち，我 A は乳児院収容乳児と，一般家屋居住乳児及び最近集団的に多数建設されて来ている
団地に居住している乳児について， ζれらの身体発育の現状と如何なる棺異或は問題点をもってい
るかを追及し，併せて精神発達状況も検査した。
実験対 象
乳児院収容乳児群 (以下A一群と略す)Iま府立大阪乳児院及び私立回想、学園収容乳児で男児12名，
女児13名の合計25名，普通家屋居住乳児童学 (以下Bー 群と略す)は大限市西ー区在住の男児37名，女
児35名合計72名，公団アパート乳児群 イ以下c-群と略す)I金大阪市城東区間目第1及び第2団地
に居住する男児31名，女児30名合計61名であり，何れも生後1-6カ月の聞の健康乳児である。 と
れらの乳児について6カ月間継続的に観察し?と。但しA-群は昭和29年.B一群は昭和30年.c-群
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は昭和34年に観察し得たものでるる。
実験方法
A.身体発達については，身長，体重，胸囲，頭囲，頭長及び頭幅について観察し，使用器具は
マルチンの身体計測器 f骨盤計，巻尺，身長計)並びに台秤により，毎月 1回一定時刻に測定し
た。
B.精神発達の測定には愛育研究所編の乳幼児簡易検査に従って知能指数を算出した。測定期日
は身休測定開始時と終了時の2回である。
実 験成 績
身長発達 :性別，月令別身長発育は第1表 第1図に示した如くである。 A-群については男
女児とも生後1カ月を除いては各月令ともすべてB.C-群よりも低値をみせており，月令の進むに
第 1表性別月令別身 長平均値
ぶ討
A一群 52.5 
男 |
土1.29
B一群 51.8 土1.90
児 |
C一群 54.8 
土0.68
A一群 54.6 
女 | 土1.83
B一群 52.4 土1.37
児 |
C一群 54.2 
土2.29
，予
2 3 4 5 6 
61.5 63.6 6!'.6 
土1.63I :12.03 土2.13 土2.39 土2.01
57.1 60.2 63.4 65.1 66.9 
土1.00 土1.90 土2.∞土2.60 土1.70 
58.1 61.3 63.7 66.0 67.5 
土2.26 土2.16 土2.25 土2.18 土2.32
~~ ' ~A 1 ~~. ~ 土1.34 土1.97 土2.1 土2.12 土2.37
56.4 59.4 62.0 63.5 
土0.1 土1.37 土1.66 土1.57
57.4 I 60.0 I 62.5 64.7 
土2.56 土2.57 土2.56 土2.67
づ母子
一一 A-害f
---B-!幸
一一c-g平
一一 様事値
64.7 
土2.24
66.2 
土2.50
"~123f 5' 67a11四 111Z3 f:S- ó78 '1 ぷ'() JI 
第 1図 身長発 育曲線
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つれて目立っている。 10カ月聞の増加
量は男児18.3cm.女児14.7cm特に男
児において3カ月までの発育は著明で
ある。 B-群においては生後1カ月で
は男女児共に 3群中震低値を占めてい
るが，その後4カ月まで著明に上昇し
以後漸泊しており.2カ月以後はすべ
てAー 群を凌駕するがC一群よりも劣っ
ている。増加量は男児18.9cm.女児
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19.4cmである。c-群については女児の1カ月を除いてはすべて3群中最高値を保ち，10カ月間の
地加量は男児18.8cm，女児18.7cmとなっており，増加の度合は4カ月まで著し〈以後徐....，乞憎加
している。
2) 体盆発達:第2表，第2図に示した如<A一群は男女児共にすべての月令にわたって3若手中
第 2表 性別月令別体意平均値
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最低値を示している。男児についてみ
ると，生後6カ月までは箸明左上昇を
みせ，その後6-8カ月の聞は発育不
良で殆んど横ばい状態でaうる。 女児で
は4カ月まで著し〈上昇し，その後も
順調に地加傾向を示す。 10ヵ月聞の増
加量は男児4.63kg，女児4.06kgであ
る。 B 群ーはA一群よりもすべての月令
において男女児共に高値を示してい
る。男児に於ては生後4カ月まで，女
児では生後3カ月までの間著明君主上昇をみせている。叉10ヵ月間の増加量除男児4.66kg，女児4.50
kgで基うる。 c-鮮に於いては男女児共すべての月令について3群中最i!Hi直を占めており，男児は4
カ月まで女児は3カ月まで著しい増加を示している。 叉10カ月聞の体重治加量は男児 4.36kg，女
児 4.61kgであった。
3) 胸囲発達 第3表，第3図に各群別の平均値を示した。 A-群については男児では3カ月，
女児では4カ月以後は B-群より も高値を占めている。 ζのととは3群中，身長，休重の最低イ直と
共に A一群の特色をなしている。また男女児共生後3カ月までの上昇は馨しい。 10カ聞の治加量は
男児 10.4cm，女児10.0cmである。 B-群に於ては男女児共2-3カ月まで著しく地加し，以後は
3群中最低値を示している。10カ月聞の猶加量は男児9.8cm，女児7.5cmである。c-群について
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品工i
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~ 3表
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A一群 -34.守 40.2 4l.4 43.4 4-3.4 43.5 44.4 44.7 45.3 
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第 3図 胸囲発育曲線
子一万万
ているが，c-群よりも低値を示している。 10カ月閣の増加量は男児9.7cm，女児8.6cmで通うる。
第 4表 性別月令別頑固 平 均値
2 l 31415l6 l 7 i 8 品目
は男女児共に各月令にわたり，他の2
群を遥かに凌駕して良好念発育をみせ
ている。 10ヵ月聞の増加量は男児10.5
cm， 女児 1l.2cm で造うる。
4) 頭図発達:第4表，第4図に示
した如くで，A-群に於ては男女児共
にすべての月令にわたって3群中最低
値を占めている。 10ヵ月間の僧加量は
男児 lD.Ocm，女児 8.3cmで、Sうる。
B一群は男女児共KA-群よ り精A優?
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第 4図頭圏 発育曲線
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c-群については男女児共各月令にわ
たり 3群中最高値を占めており， 10カ
月聞の梅加量はどちらも 7.7-7.8cm
であ守?と。 3群に共通君主ととは最初の
2-3カ月聞に著明君主僧加傾向を示す
と言うととで②る。
5) Kaup指数12): :第5茨に示した
如<. A-群l1:於ては15.0-16.9の正
常発育をしたものが72.796，13-14.9 
のやせに属するものが27.396もあり，
本群の特色をたしている。 B-群についても
15.0-19.0までの正常のものが90.996もる
り，叉C一群でもとれに属するものが83.8%，
そして更に19.1-21.9の優良君主発育を示して
いるものが13.7%もあった。
6) 頭愚大長:第6表，第5図に示した如
品工I1 I 2 I 3 I 4 トI6 I 7 I 8
A 耕 11・5I 12.6 I 13・2I 13・3I 13.5 I 13.4 I 13.4 I 13.5 13・9I 14.3 I 14・6
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14.8 1 15.1 
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第5図 頭最大長平均値
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- くで
ある。 A-群の男児においては生
後3カ月までは著明に糟加し，以後8
カ月まで僅か君主権滅を示し殆んど水平
に近いが，その後漸次上昇している。2
-4カ月の聞は3群中最高値を占めて
いる。女児では乳児期前半ば3群中最
低値をみせているが，後半にはc-群
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を凌駕している。 10カ月間の土屋加量は男児3.1cm.女児2.9cmである。 B一群の男児については4
3カ月までは巌掃を示し. 5カ月以後は3群中最高値を占め，他の2群を遥かに凌いでいる。叉女児
に於てもすべての月令にわたって3君卒中最高値を占め，月令の進むにつれて著明である。 10ヵ月間
の増加量は男女児共3.2cmであった。 c-群の男児についてみると，5カ月までは順調に繕加傾向
を示しているが，その後の増加E容は精A低<.女児では4カ月まで順調に上昇し， 6カ月以後は3
群中最低値を占めている。 10カ月間の地加量は男児2.6cm，女児 2.2cmである。
l) 頭愚大幅:第7表，第6図にその平均値を示した。 Aー 群の男児では4カ月以後，女児では
告書 7表 頭俵大幅平均値
.~ 月令I I I I 1 I I I I I I 
性九対ふ 1 121 3 1 4 ，5 1 671 8 ，9 1川 II 
別 ¥ ...群¥1 1 1 I 
A一群 10.7 1 10.8 1 11.4 i 11.5 1 11・8I 12.1 I 12.6 I 12.7 I 12.7 I 12.8 I 12.8 
男 . 土0.48 土0・761:f0日 |土0“土066|土問土0.44 土0.62 土0.64 土仏69 土0.70
B一群 10.0 11.2 1 11・3 1 12.~ '12.7 13・1 13・2 13・ ~_ .I~ .~_ 1 .I ~ ・5 I 13・5
児 土0・81 土0.87 土0.69 土0.741|土0.69 土0.66 土0.64 土0.50 土0.45 土0.51 土0.81
11.4 1 11.5 1 !1.7 1 12.0 ! 12.4 1 12.6 1 13.0 1 13.3 I 13.4 I 13.8 1 14.1 Ic一群 土Ol | 土O571土O.63 土0.65 土0.24|1土0.73 土O:821 土0.87 土0.59
A一群 10.7 1 10.7 11.0 1 11.4 1 11.5 1 12.1 1 12.2 1 12.3 1 12.4 1 12.5 1 12.6 
女 土0.54 土0・64 土0.60 土0.67 土0.78 土0.62 土0.58 土0.59 土0.56 土0.62 土0.55
B一群 10・11 10.8 1 1!.6 1 11.9 1 12.8 1 12.5 1 12・4 1 12.6 1 12.6 I 12.7 1 12・8
児 土0.75 土0.74 土0.61 土0.61 土0.81 土0.56 土0.50 土0.56 土0.51 土0.61 土0.45
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土O.33 土0.54 土0.59 土0.72 土0.74 土0.68 土0.6SI土0・621土0.61 土0.62 土0.65
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2カ月以後より各月令にわたり 3群中
長低値を示している。 10カ月聞の槍加
量は男児2.1cm，女児1.9cmである。
B-群の男児については6カ月まで動
指し訟がら著明君主増加傾向を示すが，
その後は殆んど矯加君主<，10カ月以後
僅に増加している。特に4-7カ月聞
は3群中最高値を示レた。 女児におい
ては5カ月まで著 しい培加傾向 を示第6図頭綬大幅平均値
し その後7カ月まで下降し以後僅かたがら上昇する。特に5カ月自のピークは3群中段高値を示
し?と。 10カ月聞の土菌加量は男児3.5cm，女児2.7cmである。 c-群においては男女児共に漸次上鼻
傾向を示しているが，どちらも7-8カ月以後は3群中最高値を示している。 10カ月聞の場加量は
男児2.8cm，女児 3.1cmである。
8) 頭部諸経と身長との関係
/頭囲 1 (1)身長頭囲指数 :(一一ー XI00)第8表，第7図に示した如〈でるる。 A-群の男児では2カ1身長 / 
( 30 ) 
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第 8表 身長頭 図指 数
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 
65.7 63.2 63.3 63.6 62.9 
65.5 65.2 63.7 65.0 62.9 63.8 
67.5 66.9 65.9 I 65.3 65.0 63.9 63.8 63.6 
63.8 63.7 63.0 女 I.s一研 I00・守 I 01・v I 01 ・ ~ ! O.J.O 明。 I64.0 I 63.9 63.3 
64.1 64.9 63.4 63.5 63.1 岳2.4
児 Ir- 丑 I.門勺 |引 A 70.0 67.8 6る.2 64.8 64.2 63.8 63.1 66.3ι5.4 
7.3 
? ??
?
?
?
?
71 
61 
67 
65 
63 
司令 I 2 3 ~ 5 6 7 8 r 岬 n 1 2 J ~ 5 0 7 3 ? ~ u 
書官7図 身長頭図指数
月自には上昇し，その後4カ月まで急
激に減少，以後は動揺し君主がら漸減す
る。女児においては6カ月固までは比
較的急速に，以後緩慢に減少している。
B-群においてぽ男女児共略k同様の
傾向を示し. 2~3 カ月までは急速
に，以後はかたり動揺し君主がら漸減し
ている。 C一群については一般に男女
児共3群中最高値を示し，特に女児の
前半において著明である。また5.8. 11カ月を除いては女児の値が常に男児を上廻っている。
(2)身長頭長指数 :(塁塁 x100 )第9表，第8図の如 <A一群では6カ月までの乳児期前半は
1身長 / 
書官 g 表 身長iiJi 長指数
4 5 6 7 
提言¥1
男 A一群 22.6 21. 3 21.2 20.7 20.0 20.3 7.0.3 
B-君津 23.つ 21.7 21.2 20.8 21.0 20.7 20.7 I 20.7 21.7. 20.5 21.4 
19.9 19.7 19.3 19.5 19.6 
20.5 20.3 20.3 20.6 19.9 
21.2 21.2 21.3 
19.4 I 19.3 19.2 19.2 19.0 
男児の値，後半は女児の値が優っている。 B-群は乳児期前半においては男女児共に同様の減少傾
向をみせているが，後半は梢k劃揺しており，一般に女児の値が優っている。 c-群に於ては乳児
期前半は女児の値，後半ば男児の値が優っており，他の2群l'L比して一般に低値を示している。
/頭幅 1 (3)身長頭幅指数 :(一一 X100)第10表，第9図に示したように.A-群は1カ月を除いては
1身長 l 
( 31 ) 
児盆学
守 二千
2J + 
Z2 
21 
一-A叫
-B-lヰ
==c-t宇
一一-.常幸iJ[1 ・… 佐藤低
CXi之 .J4-5 6 -7 8 '1/() 1/ I Z J 1/. 5 6 7 8 9/(J 1/ ，，，. 
20 
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第 10表 身長顕
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第 11表 精神発達
男女児共路k 同樺の減少傾向を示二
し， 4-5カ月まで精k急速に，以
後8カ月までは停滞しその後は漸減
している。B-群に於ては男女児の減
少傾向が非常に相異している。すた
わち男児の4-7カ月聞は殆んど増
減免Eく， 3群中最高を示しているが，
女児では勤婚 しながら漸減してい・
る。 c-群では男女児路k 同様の傾
数
7 8 1 10 9 
17.8 
19.1 
19.5 
17.9 
18.0 
19.3 
向をみせ，身長頭長指数同様乳児期
前半ば女児，後半ば男児が優ってい
る。
9) 知能発達指数:第11表，第10・
図に示した如くで，A一群には平均.
発達以下のものが 82.7%も遣うり，
B，C-群では平均発達上下及び住良
のものが大部分を占めており，殊t乙
道芸E一空間空調:土間際空査ま劣発達54-
A一群
。 2 10 35 23 4 。
(2.7%) (11.3%) (46.7%) (30.7%) (5.3%) 
B 一 群
。 。 13 38 20 4 。 。
(17.3%) (50.7%) く26.7%)(5.3%) 
C一群 3 6 lつ 27 13 2 
。 。
(1.9%) く9.8%)(16.1%) (44.3%) (21.3%) (3.3%) 
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事
c-群においては優秀，最高発達も少数認め
られた。伺
50 
第10図 知能発謝旨数段階別分布
I 0 n
C B A 
群苦手界 各群の身長，体重，胸囲，頭聞の測定平均
値は栗山・斉藤・船川値を標準値とし，頭:fl:.
杢 頭幅及び頭部諸経と身長との指数は小林値を
ft 標準値として比較検討した。
先ず身長について標準値と比較すると，男
考 按.。
?
??
。
女児共大体4カ月以降B一群は僅かに.c-群
はかたり標準値を上廻っている。全般にわたってA一群のみ低値を示している。身長の発達は主と
して脊住及び下肢の糟大によってもたらされるものである。親子聞及び同胞間の置位関係が見られ
ると言われるように遺伝的因子が相当影響すると考えられるが，成育環境による影響も見逃し得た
いととを本成績は示している。
体重についてはA-群は男児の6.7カ月を除いては男女児とも標準値をはるかに下廻っており，
ζれに対しc-群は遥かに凌駕している。 B-群が標準値に最も近いが，それでも男児の乳児期後半
はか放り上廻った値を保っている。体重についても遺伝による影響が或る程度認められているが，
身長ほどではない。また軟部組織の発迷による休霊地加は後天的友影響が大きいと言われている。
我が国では7-8カ月の体重発育が悪<.増加畳の滅少する傾向があり，とれば離乳方法が適切で
たいためだと一般にいわれているが.3群中殊に目立つのは A-群の男児に於いてで・ある。
胸囲についても標準値を上廻るのはc-群のみで月令の進むにつれて著明で、ある。胸囲の発育は
軟部組織の発速に負うととろが大きく， 主に栄養方法が重大君主影響を及ぼすものである。 3-4カ
月以降 A-群が B-群を凌駕しているのは.A-群では?宮崎専門家による管理指導により栄養方法の
安壁が期せられているのに反し.B-哲学は未だに母親の育児知識の欠乏君主どから栄養方法に欠点が
あるのであるうと考えられる。 c-群にあっては月 1回専門家による栄養指導が行われているとと
は見逃せ泣い要繁でるる。
頭部の発育も c-群~~うっては樽準値を上廻り，特~女児において著明である。 A-群はとれまた
全般にわたうて低値を占め.4カ月以後の B-若手は大休樗準値と一致している。胸囲と頭囲の関係
はー殺に新生児では胸囲に比して頭聞が大きいが，生後3カ月頃より胸囲は頭聞に接近し，乳児期
後半より精1年の時期に両者等長と怒るのが一般である。 A-群では10カ月に於て略k等長となる
が.B-群では11カ月で尚お腕囲が頭囲を凌駕しない。 c-群に於ては男女児共5カ月以後島周囲が頭
聞を凌ぎ，月令の進むにつれてその差は大となる。とのようた点からも B一群に於ては尚お育児指
導の必要性を示差すろものであろ。
栄養状態の判定~ Kaup指数を用いたが， 各群共正常た発育を認めたものが非常に多かった
が，特に A-群では「やせJ~属するものが 27.3%あり . 3群中最高であった。叉 C 群ーの発育状
( 33 ) 
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態は良好で，正常値の上界を示すものが多く優良に属するものもあった。
頭部の発育及び形態を中心とした乳児の発育過程を考察するために，頭囲の他に頭最大長，頭最
大幅の測定並びに頭部諸経と身長との百分率を検討した。頭長における平均値を標準値と比較する
と.B-群の男児では4カ月以後，女児ではすべての月令にわたヲて標準値に最も近い。 A 群ーの男
児では乳児期後半，女児では金月令を通じ，叉c-群では男児はすべて，女児では乳児期後半に於
て標準値を透かに下担札頭長発育はかんばしくたい。頭幅の平均値段一般に男女児共にB.C-群
は標準値と略A等しいか或はより発育が良好であり .A-群は全般的にみて標準値に比し低値を占め
ている。頭長と頭幅の差の平均I~A-群1.3cm. B-群 1.4cm.C-群 O.6cmでC一群においてはと
の差は他の群の値の%弱である。即ち頭長と頭幅の投射距離の差が最も短い円形或は四角頭形と言
う形態上の特徴を示している。身長頭囲指数は C-群の値が一般に大きいのが自につしとれば身
長発達もさるととえEがら，頭聞発育が速やに行われている結果と考えられる。身長頭長指数は標準
値及び佐藤値13)に対して，各群共低値を示し，特に C一群指数が他の2群より小さいのは，身長発
育が他の群より比較的優っている結果，身長発育に比し頭長発育が不良であるととに原因している
ように思われる。身長頭幅指数について標準値及び佐藤値に対して著しく低値を示しているものは
Aー群の5カ月の男児と 4カ月以後の女児である。他群にあっては略々標箪値を示している。
知能発達指数についてはA-群はB.C一群に比して発達指数が低<. C-群は身体発育と同様精神
発達tz:於いても水準の高い者が多い結果とたった。今村 ・住田14)は保育施設及び病院における乳幼
児の精神発達について，施設の条件が如何に精神発達に影響を及ぼすかを比較検討したととる，環
境条件の悪い施設の乳児における精神発達は非常に遅延しているととを認めた。
以上各群の観察は時期的君主ずれがあるので一層著明党主相違をあらわす結果となったのかも知れた
い。叉対象群のとり方にも院題があるが，各霊平別の発育傾向の特色r.t大体把握出来たものと考えら
れる。
要 約
我kは乳児院収容乳児，一般家屋居住乳児及び公団アパート居住乳児の三者につき，生後1カ月
より 6カ月の乳児それぞれ25名.72名.61名について6カ月間継続的発育状況を検討して次の結果
を得?と。
身体発育tz:関しては，公団アパ トー居住乳児群が最も良好で，乳児院収容乳児は概して劣ってい
るが，胸囲発育に関しては乳児院収容乳児群が，一般家屋居住乳児群より優っている。従って頭囲，
胸囲発育の関連は一般家屋居住乳児群が最も劣っている。とのようた事実より，一般家屋居住乳身
については，をの保育者に尚治育児指導を行う必要性のあるととを知り得た。叉頭形に於て，公団
アパート居住乳児には円形或は四角頭の傾向のあるととを知った。
精神発達計三於ては，身体発達と同犠公団アパ トー居住乳児群が最も良<.乳児院収容乳児童手は最も
劣っていた。公団アパート居住者は社会的に一定の水準以上の資格を必要とする点，またとれらの
( 34 ) 
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乳児に第1子が多い点及び定期的に育児指導を受けている点君主どより考え当然の結果かも知れたい
が，乳児発育に素質，環境の影響するととろ大なるととを如笑に示す結果を得た。
本論文要旨の一部は，昭和35相 l月 B本小児保健学会に於て発表したものである。
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Summary 
A six-month period of study was conducted on the growth of infants 1 to 6 
monthsof age nursed in iniant hospitals， common houses and apartment houses. 
the total number of cases studied being 25， 72 and 61 respectively. 
The results were as iollows : 
1n regard to the growth the infants being raised in the apartment houses 
proved to be the most favorable while those nursed in the hospitalis were 
inferior in general. On the other hand. with respect to the growth of breast 
mesurement， the hospital nursed iniants were found to be superior to those in 
the common houses. Thus the common house infants showed the lowest figures 
in both head and breast measurements. 
These results indicate that training in infant care must still be given to 
mathers in com立10nhouses. 
It was also discovered that a tendency of round or squareshaped heads among 
the apartmel1t house infants. 
With regard to mental development. as it was in the case oi body growth， 
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apartment house infants showed the best results， while hospital infants proved 
to be the most inferior. 
The favorable results obtained with the infant being raised by the apartment 
dwellers may be attributed to the fact that these families are reqiured to be 
above a certain level in social standing， that the majority 0士山einfants are 
first-born child and that training courses are given at regular intervals. 
The study， therefore reveals that diathesis and environment have the strongest 
influence in the development of iniants. 
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